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全 体 の 概 況  

 

 ２０２０年度は新型コロナウイルスの蔓延による被害で、宿泊・観光業を中心として、全世界で未曽有の災害に

翻弄された一年でした。日本だけでなく世界中が「東京２０２０」と楽しみにしていた東京オリンピック・パラリンピッ

クも延期を余儀なくされました。 

その中で、当協会では、ユースホステル運動の根幹となる青少年健全育成のために、新大阪･羽衣･貝塚の３

施設の管理･運営と、主にそれら施設を拠点に各種事業を安全に最大限の配慮を行ない実施してきました。し

かし、日本の青少年運動は、少子化や環境の変化、子ども達の嗜好の変化など様々な理由による参加者の減

少が続き、また指導者の不足や高齢化などもあり、存続が厳しい状況にあります。２０２０年度は、そこに新型コロ

ナ禍の長期化が追い打ちをかけることになりました。 

 ここで改めて、ユースホステル運動の社会的な使命を意識し、未来の社会に求められるものにする必要がある

ことを考える一年になりました。今こそ、アフターコロナを見据えて、世代間の繋がりの形成、地域や国境を越え

た交流の場、自然体験・旅の拠点など、様々な役割を担うことが我々の使命であると考えます。 

 

前年の４月から５月末まで全施設臨時休館となり（貝塚は３月から）上半期は協会事業のほとんどが中止を余

儀なくされました。上半期の「１００ｋｍウオーク」は例年参加者も多く、秋の催行に延期をしましたが、８月に中止

の判断をすることになりました。後半は、１０～１１月に少し持ち直したものの、感染の第二波の影響により、歴史

のある「伊勢迄歩講」も中止することとなりました。また、前年度から行っている「旅をする機会に恵まれない子ど

も達に旅を贈ろう」という企画も、国際ユースホステル連盟、日本を含む関係各国のユースホステル協会と協議

をして中止となりました。 

このような中で、新大阪事業部は、２０２０年度から５年間の指定管理がスタートし、大阪市への提案として新し

い取り組み、サービスを行う予定でしたが、大きな環境変化により、推進することは出来ませんでした。また、羽

衣、貝塚を含めて、宿泊部門が国内外からの各団体（子ども、青少年、学校、スポーツ等）の活動停止が響いて、

大きく収入を落とすことになりました。しかし、各事業所では、「家族向けプラン」の強化、学校へは個食型の「防

災食プラン」の提案などにより、新しい企画開発が活発になり、行政でもモデルとして紹介され、利用者にも高い

評価を得るものになりました。また、今年度は、協会の存続のために積立金の取り崩し、日本政策金融公庫から

の借入や政府、行政の様々な制度を活用することになりました。職員の勤務体制も大幅に見直すとともに、「雇

用調整助成金」の申請を行いました。この助成金が大きく赤字削減に貢献するとともに、業務の生産性を上げて、

効率的で柔軟なシフト作成に活かせるものであり、新たな事業、企画と同様、将来の財産にしてまいります。 

 また、２０２０年度には、大阪市立長居ユースホステルを含む長居公園の指定管理の公募があり、ヤンマーホ

ールディングス株式会社を中心とした共同事業体で応募し、２０２１年４月から２０年間の指定管理者として運営

することになりました。 

 今後は、長居ユースホステルを含めた４施設で、積極的で効率的な営業、広報活動を行い、改めてチームワ

ークの大切さ、リアル体験などを重視して、コロナ後の多様性を持った明るい社会創りに貢献してまいります。 
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１．事業報告 

 

（１）事務局 

   公益財団法人大阪ユースホステル協会の事務局として、府下の三か所の施設の統括と、ユースホステル

運動の普及･広報を行いましたが、新型コロナウイルスの影響により、十分な活動はできませんでした。羽衣

事業部改修のための積立金の取崩し、日本政策金融公庫からの借入、持続化給付金等の支援金、雇用

調整助成金等の助成金等を活用し、事業活動の継続に努めました。また、各事業部には、コロナ禍におけ

る新しい利用者受入方法およびプログラム展開、回復期においては回復状況に応じた施策を打ち出せる

ように、それぞれ企画や準備を進めるよう促しました。 

    

① 指定管理施設の受託 

       大阪市立長居ユースホステルの指定管理期間が２０２１年３月３１日で終了し、新たな指定管理者に

ついては、公園、スタジアム、植物園、プールなどと一体となった募集が行われました。当協会はヤン

マーホールディングス株式会社を中心とした共同事業体として応募し、選定されました。 

 

② 会議 

・２０２０年度第１回理事会 （６月１２日） 

・２０２０年度第１回評議員会 （６月２９日) 

・２０２０年度第２回理事会 (８月６日（書面表決）) 

・２０２０年度第３回理事会 （１１月１６日) 

・２０２０年度第４回理事会 （２０２１年３月３日） 

 

③ 研修 

・２０２０年度職員全体研修・人権研修 （２月１７日) 

  例年、全職員が一堂に会して実施していましたが、今年度は所属する事業部にそれぞれ集合し、 

  新大阪会場を中心にしてリモートで実施しました。 

                    

④ 会員数の動向（日本ユースホステル協会の統計のため、年度は１月～１２月） 

       ２０２０年度はコロナ禍により旅行活動そのものが停滞したことが影響し、会員数は大きく減少しました。

２０１９年度は２３,２４４人のところ、２０２０年度は１６,８７４人となり前年比７２.６％でした。会員数の推移

は、２０１９年度は前年比９７.８％、２０１８年度が同９８.５％であり、微減ながらも新たに導入したデジタ

ル会員証の効果により減少傾向に歯止めがかかりつつありました。しかし、２０１９年度は前年比１０５.

１％だったデジタル会員証も、２０２０年度は前年比５２.５％の１,４８５人にとどまっています。 

  

⑤ 宿泊者数の実績  （2020 年１～12 月）                    （単位：人） 
 

当年 前年 前年比 

全国計 ７４,８２７ ３２２,８９６ ２３.２％ 

大阪府下計 ７,７８９ ５３,８１４ １４.５％ 

大阪 YH 協会計 ５,４９６ ４２,６５１ １２.９％ 

          ④⑤は日本ユースホステル協会５月１５日現在集計による 
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⑤ 主催・自主事業等 

＜こども事業＞ 

  下記事業いずれも、新型コロナウイルスの影響により中止 

・水鉄砲大会～ミズリンピック～（８月）  （予定 024 人） 

・羽衣スポーツフェスティバル（９月）   （予定 024 人） 

・デンジャラス鬼ごっこ（１１月）    （予定 040 人） 

・チャレンジ電鉄（１月）    （予定 024 人） 

活動を行った事業 

・新大阪事業部ココプラキッズイベント（９月）  リーダー2 名がボランティアとして活動 

＜ウォーキング事業＞ 

  下記事業いずれも、新型コロナウイルスの影響により中止 

・一発チャレンジ１００km ウォーキング（５月）  （予定 140 人） 

・奈良フォトジェニックウォーク（６月）   （予定 20 人） 

・六甲掬星台ウォーク（１０月）    （予定 30 人） 

・伊勢迄歩講プレウォーク（１１月）   （予定 30 人） 

・第４8 回伊勢迄歩講（１２月）    （予定 80 人） 

・第一回環状線ウォーク（１月）             （予定 30 人） 

・歩行検定ウォーク（３月）     （予定 20 人） 

＜チャリティー事業＞ 

・Ｓｌｅｅｐ ｆｏｒ Ｐｅａｃｅ 親子で楽しむクリスマス 新型コロナウイルスの影響により中止（予定 40 人） 

          

⑥ ボランティアリーダーの活動 

・ボランティア募集説明会、ボランティア委嘱会はいずれも新型コロナウイルスの影響により中止 

・ホステリングコーディネーター（こども）１５人 

  ７月予定の研修キャンプは１１月に延期したが中止。 

  定例会は５月まで休止、６月に実施したが再び休止となり、９月からリモートで再開 

・ＡＬＣ（ウォーキング）２8 人   定例会は概ね月１回リモートで実施 

・国際奉仕団（国際交流）３人        新型コロナウイルスの影響により活動休止 

・トラベルアドバイザー（旅行相談）５人  相談は１組ごとに行う少人数活動のため中止しなか 

                               ったが、相談希望者がなかった。 

 

⑦ 普及・広報 

 ・ホームページおよび各種ＳＮＳ (事務局･各施設) 

 ･メールマガジン (一般財団法人日本ユースホステル協会月2 回発行) 

      ･チラシ、パンフレット等 (事務局･各施設) 

       ･季刊誌「ホステリングマガジン」 (一般財団法人日本ユースホステル協会) 

       ･モンベルホームページ「フレンドショップイベント」「店舗にてイベントチラシ配布」 

 ･大阪観光局ホームページに情報提供 

      ・「いこーよ」等イベント情報サイトへの掲載 

      ・大阪市広報「いちょう並木」への掲載 
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⑧ 関係機関との連携・協力 

・大阪市子どもカーニバル２０２０に出展予定だったが、中止 

・モンベルフェアへの出展（近畿ブロックユースホステル協議会として）予定だったが、中止 

 

⑨ 賛助会員 （法人 28 社 232 口、個人１人１口） 

大阪運輸倉庫株式会社   大阪ガス株式会社 

公益財団法人大阪観光局   一般財団法人大阪ボーイスカウト振興協会 

株式会社大林組    近鉄グループホールディングス株式会社  

寿不動産株式会社                 サントリーホールディングス株式会社   

サントリー興産株式会社   サントリーコーポレートビジネス株式会社  

株式会社城東輪業社   学校法人清風明育社 

株式会社錢高組    ダイキン工業株式会社 

株式会社ダイナック   大日本除虫菊株式会社 

株式会社竹中工務店   玉造稲荷神社 

東洋製罐株式会社    西日本旅客鉄道株式会社 

日本生命保険相互会社   パナソニック株式会社 

美津濃株式会社    株式会社三井住友銀行 

株式会社モンベル    株式会社安井建築設計事務所 

株式会社三菱 UFJ 銀行 

 秋山輝男  

       

 

（２）新大阪ユースホステル 

４月初旬より５月末は緊急事態措置のため休館し、６月からは新型コロナウィルスガイドラインに基づい

て感染対策を実施し、営業を再開しました。個人には個室対応として相部屋利用を休止、団体には定員

の半数で利用できるよう部屋数の提供を行いました。しかしながら毎年利用いただいている団体もほとん

どが自粛によるキャンセルとなり、宿泊数は９４１人に留まりました。 

GoToキャンペーンにも登録し集客を目指しましたが、宿泊料金が安価なため利用者にとってキャン

ペーンで得られるメリットが少なく、利用は４７件７７人と振るいませんでした。 

集客増への取組みとして、予約サイトでの個室プランの作成、文化ゾーンとの併用利用団体へ合宿等

同時利用促進のための DM などを行いました。また、１０月には韓国からの留学生２名を入国時宿泊先と

して受入を行い、その経験を生かして、技能研修生の受入も開始する予定でしたが、入国が厳しくなりキ

ャンセルとなりました。 

      収入増への有効な手がなかなか打てない状況でしたので、施設管理や人員配置に工夫し、支出の抑

制を図りました。 

 

① -1 施設管理 （大阪市立青少年センターと一体として実施） 

   ・利用料金の改定（４月） 2019 年 10 月の消費税改定時には料金を据え置き、年度の移行に合わ 

    せて料金改定を実施 

・受電設備点検 （５月、７月、９月、１１月、１月、３月）  

・消防設備点検 （５月、６月、８月、３月） 
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・建築設備定期検査 （７月） 

・防火設備定期検査 （７月） 

・非常用発電機負荷運転 （１１月） 

・火災避難訓練 （９月、２月） 

・飲料水水質検査 （９月、３月）  

・貯水槽清掃 （１０月）    

・煤煙量等の測定 （８月、１月） 

・昇降設備点検 （４月～３月） 

 

① -２ 施設管理 （宿泊ゾーンとして実施） 

・AHU、FCU フィルター清掃（６月） 

・定期清掃（４月、１１月、２月） 

・浴槽用ろ過ユニット点検（６月、１０月、２月） 

・厨房横引き配管清掃 （７月） 

・男子浴室脱衣所エアコン室外機部品交換（７月） 

・給湯循環器ポンプ水漏れ修理（７月） 

・１０階展示コーナー室内機部品交換（８月） 

・１０階食堂内手洗い場の自動水栓の取り替え工事（９月） 

・飲料水水質検査（９月、３月） 

・プレフィルター洗浄（１０月、１１月） 

・水漏れによる（屋上）給湯循環ポンプ取り換え工事（２台）（１０月） 

・浴室シャワー系統の（屋上）ラインポンプ取り換え工事（１０月） 

・女子風呂ろ過リモコン故障の修理（１２月） 

・１０階展示コーナー室内機部品交換（８月） 

 

 ② キャンペーン 

      ・中学生・高校生の「卒業旅行」応援キャンペーン！（３月）  11 組 39 名 

      ・エキマルシェ 500 円チケット付きキャンペーン（７月～）   02 件 05 名 

      ・秋冬向けのカムバックキャンペーン（９月～３月） 実績なし 

        

 ③ 宿泊者へのサービス事業 

 例年、コスプレ衣装の貸出・おもちゃ作り・ハーモニカ等によるロビーコンサート・似顔絵・浴衣着付け 

 体験等を実施しているが、新型コロナウイルスの影響により全て見合わせた 

 

    ④ モニタリング 

・利用者アンケートの実施 

・団体代表者からの聞き取り調査 

・予約サイトの口コミへの返信 

・予約サイトのレーティング（Booking.com 評価点８.２） 
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 ⑤ 利用状況 

                                              （単位：人、％） 

    目標人数 前年人数 当年人数 前年比 内団体人数 団体数 

４月 １,６００ ２,１３１ ５ ０.２％ ０ ０ 

５月 １,６００ １,６０８ ０ ０.０％ ０ ０ 

６月 １,３００ １,２５０ ４１ ３.３％ ０ ０ 

７月 １,６００ １,３７３ ６５ ４.７％ ０ ０ 

８月 ２,０００ ２,６０５ １５７ ６.０％ ６ １２６ 

９月 １,６００ １,３４６ ７６ ５.６％ ２ １９ 

上半期計 ９,７００ １０,３１３ ３４４ ３.３％ ８ １４５ 

１０月 １,３００ １,３３１ １０５ ７.９％ ０ ０ 

１１月 １,３００ １,４９７ ９８ ６.５％ ０ ０ 

１２月 １,７００ １,２８３ １７ １.３％ ０ ０ 

１月 １,７００ １,０３１ ５９ ５.７％ ２９ ３ 

２月 １,３００ ７７６ １１８ １５.２％ ９２ １３ 

３月 ２,０００ ３９２ ２００ ５１.０％ ８７ １２ 

下半期計 ９,３００ ６,３１０ ５９７ ９.５％ ２０８ ２８ 

合計 １９,０００ １６,６２３ ９４１ ５.７％ ３５３ ３８ 

     外国人利用者：2020 年度  000 人 2019 年度 05,273 人 

     日本人利用者：2020 年度  941 人 2019 年度 11,350 人 

     加盟予約サイト：HI ホステル、楽天トラベル、HostelWorld,booking.com、expedia、agoda、 

じゃらん、Yahoo！トラベル、るるぶトラベル （61 件、153 人） 

 

 

（３）大阪市立青少年センター 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、利用コマ数は前年比５５.３％、利用人数は前年比３９.４％

とともに大きく減少しました。４月、５月と休館したことで大きく落ち込み、コロナウイルスの感染の波に合

わせるように利用数も増減を繰り返しました。貸室の利用は定員の約半数と制限に伴い、大阪市の施策

で７月１６日から利用料が半額となりました（半額は大阪市が負担）。 

青少年事業は、実施の際には参加者数、ソーシャルディスタンス、消毒等感染防止に十分配慮するな

ど、対策を施しました。ここぷらキッズイベントは感染状況に対応し１２回中５回実施、７回中止となりまし

た。また、キッズダンス事業も６月まで中止しましたが、７月から再開し、昨年実施できなかった３月の「サ

ンクスギビングフェスタ」で発表を行ないました。 

本年６月からスタートした、Dance＆Vocal Entertainmenｔ「RE:MAKE」は、リモートおよびホールなどの

広い会場を用い、４３名の子どもたちが歌やダンス、お芝居の稽古を２０２１年４月の公演（定員１５０名・４

回公演）に向けて懸命に行ないました。チケットはすぐに完売となる盛況ぶりでした。 

施設の維持管理面では、利用の落ち込みにより、経営が安定せず、最低限の修理に留まりました。 

 

① 会議・研修 

・大阪市との調整会議 (毎月第２火曜日) 

・東淀川区生涯学習関連施設連絡会 (４月・３月) 
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   ② 施設管理 

      ・利用時間区分の変更（４月） １時間単位での貸出の部屋に、１０分間のインターバルを設けた。 

      ・企画制作室７１１号室を１室増室（４月） 

・１号エレベータ ドア機構修理（５月） 

・８０１及び８０３号室窓ハンドル故障修理（６月） 

・吸収式エアコンベルト故障交換修理（７月） 

・事業用 電子キーボード２台購入 （９月） 

・講義室４０５号室冷温水配管水漏れ修理（１１月） 

・講義室、研修室用会議机故障修理（１月） 

・２階ホール サイドスピーカー故障修理（３月） 

 

  ③ 利用状況  

                                                   （単位：人、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    

             2019 年度 利用コマ数：52,429 コマ  利用人数：231,701 人          

                     

   ④ 青少年育成事業 

・ここぷらキッズ 定期スペース開放  

  ４月～８月・１２月～３月は、新型コロナ感染拡大により中止 

  ９月～１月・休館日を除く水曜日に実施 計１５回）      参加 延べ 35 人 

・ここぷらキッズ イベント事業（月１回実施） 

 ４月～７月 新型コロナウイルスの影響により中止 

０８月 ペットボトルで風鈴作り                    参加 013 人(予定 020 人) 

０９月 望遠鏡作り              参加 013 人(予定 020 人) 

１０月 ハロウィーン小物作り      参加 028 人(予定 020 人) 

１１月 アドベントカレンダー作り             参加 019 人(予定 020 人) 

１２月 サンタブーツ作り                   参加 023 人(予定 020 人) 

１月～３月 新型コロナウイルスの影響により中止 

・七夕まつり 短冊に願いを ６～７月         参加 161 人（予定 400 人） 

・夏休み親子で楽しむ工作教室 新型コロナウイルスの影響により中止 

 利用コマ数 前年比 利用率 人数 目標人数 

  ４月 ５２９ １２.４％ １７.１％ １,９８４ ２０,０００ 

  ５月 ０ ０.０％ ０.０％ ０ １９,０００ 

  ６月 １,９５５ ４４.０％ ２９.１％ ６,５１４ ２０,０００ 

  ７月 ２,６６９ ５８.０％ ３７.８％ ８,８００ ２１,０００ 

８月 ２,９９９ ６３.７％ ４２.４％ ８,８００ ２１,５００ 

９月 ３,０５３ ６５.８％ ４４.４％ ９,７１４ ２１,０００ 

上半期計 １１,２０５ ４１.４％ ３６.３％ ３５,８１２ １２２,５００ 

１０月 ３,３４０ ７２.９％ ４６.４％ １１,０５２ ２０,５００ 

１１月 ３,２２０ ７１.２％ ４６.５％ １１,２２２ ２１,０００ 

１２月 ２,８６２ ６８.１％ ４２.７％ ９,１１３ １９,０００ 

１月 ２,３５８ ６０.１％ ４０.１％ ６,２６８ １８,０００ 

２月 ２,６６３ ６０.７％ ４６.０％ ７,０６１ １９,０００ 

３月 ３,３３９ ８９.５％ ４６.５％ １０,７０７ ２０,０００ 

下半期計 １７,７８２ ７０.２％ ４４.８％ ５５,４２３ １１７,５００ 

合計 ２８,９８７ ５５.３％ ４１.１％ ９１,２３５ ２４０,０００ 
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・キッズダンス事業 初心者集まれ！ＫＩＤＳ ＤＡＮＣＥ！！  

４月～６月、新型コロナウイルスの影響により中止。７月に再開。  

「サンクスギビングフェスタ」での発表に向けてレッスン３２回 参加 021 人(予定 020 人) 

・ＫＯＫＯ秋フェスティバル 新型コロナウイルスの影響により中止       

      ・高校生ＫＯＫＯチャレンジアワー 新型コロナウイルスの影響により中止 

・第１４回 サンクスギビングフェスタ （３月)      参加 069 名 配信観覧（185 名） 

 

⑤ 自主事業 

・ＫＯＫＯカルチャー教室  

 ４～６月、新型コロナウイルスの影響により中止。７月に再開。  

やさしいヨーガ （24 回）                 参加 03 人(予定 05 人)  

ささっと描ける！似顔絵教室 （17 回）   参加 06 人(予定 05 人) 

はじめよう！自彊術 （30 回）    参加 03 人(予定 05 人) 

中高年から始めるらくらくピアノ （10・11・３月のみの開催、７回） 参加 10 人(予定 10 人) 

・童謡喫茶 （毎月１回）                       新型コロナ感染拡大により中止 

                

⑥ モニタリング 

      ・「利用者の声」箱の設置 

      ・事業参加者へのアンケート 

  

   ⑦ 大阪市により実施の施設維持管理業務 

      ・中央監視盤の更新 

 

（４）ココカフェ 

新たな利用者獲得のために、ココプラザ１階受付にてご利用者にドリンク割引券を配布しました。また、

ランチでは、通常メニューに加え、夏季は「ハワイフェア」、冬季は「ハンバーグフェア」をそれぞれ期間限

定で実施しました。さらに夏季は喫茶タイムにアジアンデザートフェアを開催し、台湾スノーアイス、タピオ

カドリンク等をメニューに加え、客単価のアップを図りました。 

店内のレイアウトをコロナウイルス感染予防の為、座席数を５０%削減しました。これを補う為に店舗前ピ

ロティーの空きスペースにテラス席を設置し、座席数を確保しました。また、レジのシステムを一新した事

により、配置するスタッフを削減することができました。 

このような取り組みをしてきましたが、飲食店の営業自粛に伴う、約 5 ヵ月の臨時休業が響いて、大きく     

売上を落とす結果になりました。 

 

① 売上増への取組み 

ランチ    ・ランチメニュー全品（フェアメニューを含む）テイクアウトとココプラザ館内への 

デリバリーに対応 

 ・プレミアムポーク認定 山形豚を全面に押し出したメニューを提供 

    ・スポット食材ソフトシェルシュリンプ/焼津産カツオ/等を使用したランチフェアの開催 

（夏のハワイフェア、冬のハンバーグフェア） 

               レギュラーメニューにカレーのバリエーションを追加 
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      喫茶      ・フードメニューにカレー/パスタ/ホットドッグを追加 

ドリンク ・テイクアウトとココプラザ館内へのデリバリーに対応 

     ・セットドリンクのバリエーションの充実 

      広報   ・館内エレベータ２基内に広報ポスター掲示 

              ・店頭入口付近にメニューの大型タペストリーを設置  

・ココプラザ利用者へのドリンク割引券の配布 

 

 ・ランチ 2020 年度 2,484 食  2019 年度 10,266 食 前年比 24.2％ 

 ・弁当  2020 年度 0,372 食  2019 年度 02,632 食 前年比 14.1％ 

 ・パーティー  新型コロナウイルスの影響により夜の営業を休止しました。   

 

② 利用状況                                       （単位：千円） 

 予算額 前年度売上 当年度売上   前年比 

４月 １,５９５ １,５６９ ８８ ５.６％ 

５月 １,９４５ １,９４３ ０  

６月 ２,０６０ １,９５４ ４５３ ２３.２％ 

７月 １,９６０ １,６９３ ４４３ ２６.２％ 

８月 ２,０３０ ２,１４４ ４９３ ２３.０％ 

９月 １,８４０ １,６８２ ５１５ ３０.６％ 

上半期計 １１,４３０ １０,９８５ １,９９２ １８.１％ 

１０月 １,８１０ １,７３８ ３８６ ２２.２％ 

１１月 １,８３０ １,８２６ ４４５ ２４.４％ 

１２月 ２,６８０ ２,７０５ ２９１ １０.８％ 

１月 １,８６０ １,７８１ ２８ １.６％ 

２月 １,８８０ １,４２８ ４１ ２.９％ 

３月 １,９８０ ６２５ ３９９ ６３.８％ 

下半期計 １２,０４０ １０,１０３ １,５９０ １５.７％ 

合計 ２３,４７０ ２１,０８８ ３,５８２ １７.０％ 
 

        

  ③ イベント・事業等 

＜飲食催事＞ 

          ・夏のハワイフェア（７〜８月）    参加 070 人 

         ・冬のハンバーグフェア （１１〜２月）           参加 110 人 

・アジアンデザートフェア （７〜８月）  参加 057 人 

      ＜ライブ事業＞ 

・フォークソングナイト （１１月）   参加 009 人     

           毎月実施の事業ですが、新型コロナウイルスの影響により中止、１１月に再開しましたが、 

           １２月から再び中止となりました。 

 

 

（５）大阪国際ユースホステル 

新型コロナウィルス感染拡大により、４月～６月はほぼ休業状態に陥りました。緊急事態宣言が解除さ

れても、施設利用の動きは乏しく、繁忙期も思うように利用は伸びませんでした。 

９月以降の学校行事の再開を想定し、大阪府下の小・中学校に施設パンフレットを一斉送付するなど
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営業活動をしながら、５月の中旬からは公園来園者向けに、弁当・サンドウィッチ・クレープ等のテイクア

ウト販売や座席数を絞った上でのランチ営業をするなど、少しでも収入を得る努力をしてきました。 

宿泊予約が思うように伸びないのを逆手にとり、安全に利用いただけることを売りにしたフロア貸切の

キャンペーンを企画したり、家族向けの宿泊プランの考案をしました。近隣の交通遊園と連携した鉄道

運転体験宿泊プランは１日に１組限定ではありましたが、大変人気のプランとなりました。 

コロナウイルス感染症の収束状況に応じて利用を取り戻すべく、地道な営業努力を重ね、従来とは違

う視点から新しい企画を展開していくなど、施設の魅力を発信しながら宿泊者の獲得に努めます。 

    

① 施設管理 

・食肉、乳、魚介類販売の営業許可証の更新（６月） 

・消防避難訓練（６月・３月） 

・衛生管理を中心とした和泉保健所の立ち入り検査（７月） 

・建築設備を中心とした泉佐野保健所の立ち入り検査（７月） 

・消防署の立ち入り検査（７月） 

 ・防火対象物点検報告の特例認定交付（７月） 

 

② 利用状況  

 目標人数 前年人数 当年人数 前年比 内団体人数 団体数 

４月 ２,３００ ２,３５８ ８７ ３.７％ ７９ ４ 

５月 ２,２００ ２,３０３ ０  ０ ０ 

６月 ２,２００ ２,１８５ ３０ １.４％ ３０ ２ 

７月 ３,０００ ２,７５７ １４０ ５.１％ １３７ １１ 

８月 ４,０００ ３,９２９ ３４６ ８.８％ ３３２ １５ 

９月 ２,０００ １,９０４ ４７１ ２４.７％ ４２４ １５ 

上半期計 １５,７００ １５,４３６ 1,０７４ ７.０％ １,００２ ４７ 

１０月 １,８００ １,２２７ ８ ０.７％ ０ ０ 

１１月 １,８００ ９２０ ３０２ ３２.８％ ２８４ １６ 

１２月 １,２００ １,２０２ ２９４ ２４.５％ ２７０ １０ 

１月 １,０００ ５５４ ５５ ９.９％ ４１ ３ 

２月 １,４００ ４３０ １０ ２.３％ ４ １ 

３月 ３,１００ ９１ ６３４ ６９６.７％ ６２７ ２４ 

下半期計 １０,３００ ４,４２４ １,３０３ ２９.５％ １,２２６ ５４ 

合計 ２６,０００ １９,８６０ ２,３７７ １２.０％ ２,２２８ １０１ 

       

    外国人利用者 ： 2020 年度 0,000 人、 2019 年度 00,910 人 

    日本人利用者 ： 2020 年度 2,377 人、 2019 年度 18,950 人 

    加盟予約サイト： HI ホステル、Hostel World、楽天トラベル、booking.com、expedia、agoda、 

               じゃらん（6 件、44 人） 

 

  ③ モニタリング 

       ・利用者アンケート 

       ・利用者からの聞き取り調査 

       ・予約サイトのレーティング 
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（６）羽衣青少年センター 

      新型コロナウイルス感染防止を考慮し、各部屋の定員数を減らすなどの対策をした上で営業をしまし

たが、宿泊団体の利用が少なかったことで、特に館内施設の利用が激減しました。 

学校行事の体験活動実施時期や利用施設の変更をしている、という情報から、府内学校団体向けに

ダイレクトメールの発送を行ないました。今年度の結果にはつながりませんでしたが、問い合わせなど反

応はありましたので、今後の利用促進につながるよう営業活動を行います。 

主催事業は、食事や調理を伴う子どもが対象の事業の実施は難しい状況でしたが、ヨガや太極拳は

感染防止対策を取った上で実施しました。体を動かす機会を提供することができたので大変喜ばれまし

た。また、実施できなかった事業に代わり、家族向けに施設の魅力を生かした事業を企画し、参加者に

は好評を得ました。 

 

① 会議・渉外 

  事業協力を行っていた浜寺公園のスプリングフェスタ、オータムフェスタは中止、公園関係施設協議 

 会も開催を見合わせることとなりました。 

 

   ② 利用状況                                 （単位：％、人）    

 
研修室･和室･

音楽室等 

体育館・グラン

ド・3on3 
炊さん場 利用人数 

2020 年度 ６.３％ ３８.６％ １３.６％ ３５,５２５ 

2019 年度 １８.７％ ３８.９％ ２１.９％ １１８,１１２ 

前年比 ３３.７％ ９９.２％ ６２.１％ ３０.１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       2019 年度 利用コマ数： ２５,５７４コマ 利用人数：   １１８,１２２人 

 

 

 利用コマ数 前年比 利用率 利用人数 目標人数 

  ４月 ３１４ ９.７％ １７.９％ ９８５ ２１,０００ 

  ５月 ２３８ ６.９％ １１.１％ ４７０ １５,０００ 

  ６月 １,０３８ ３３.５％ １８.１％ ２,３７８ １４,０００ 

  ７月 １,１９０ ４８.９％ １４.７％ ３,５００ １３,０００ 

 ８月 １,３７１ ４２.６％ １５.８％ ３,９００ １２,０００ 

 ９月 １,３１７ ６０.０％ １７.７％ ４,５５５ １０,０００ 

上半期計 ５,４６８ ３１.０％ １６.２％ １５,７８８ ８５,０００ 

１０月 １,００７ ５１.４％ １３.７％ ３,１８２ １０,０００ 

１１月 １,１４７ ５８.８％ １６.５％ 4,７４８ １０,０００ 

１２月 ５８１ ５０.１％ ９.１％ ３,０４８ ５,０００ 

 １月 ４９５ ６５.０％ ７.４％ １,７６１ ５,０００ 

 ２月 ５７１ ７１.３％ ７.０％ １,９３１ ５,０００ 

 ３月 １,４７４ １１２.２％ １８.４％ ５,０６７ １５,０００ 

下半期計 ５,２７５ ６６.４％ １２.１％ １９,７３７ ５０,０００ 

合計 １０,７４３ ４２.０％ １３.９％ ３５,５２５ １３5,０００ 
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③ 主催事業    

    ＜子ども、親子対象事業＞ 

・はごろもキッズ事業     

０９月 T シャツトートバック作り            参加 011 人（予定 12 人） 

１０月 ハロウィンおばけパン作り            参加 011 人（予定 12 人） 

１１月 たき火で簡単ピザ作り            参加 012 人（予定 12 人） 

０３月 春休みスペシャルバージョン      参加 017 人（予定 16 人） 

・親子 de アウトドアクッキング （７月）   参加 023 人（予定 24 人） 

・親子 de クラフト（８月）    参加 012 人（予定 20 人） 

・親子 de アウトドアクッキング（１０月）   参加 018 人（予定 24 人） 

・ファミリーキャンプ（１１月）        参加 010 人（予定 20 人） 

・親子 de アウトドアクッキング（３月）   参加 021 人（予定 20 人） 

 ＜大人対象事業＞ 

・はごろも寄席 （７月）    参加 018 人(予定 20 人） 

・はごろもヨガスクール （７月 ４コース）  参加 073 人(予定 140 人) 

・はごろもヨガスクール （９月開始 ４コース）  参加 068 人(予定 70 人) 

・太極拳 （９月開始 ２コ ー ス）   参加 021 人(予定 30 人) 

・太極拳 剣コース（９月開始 １コース）  参加 008 人(予定 20 人） 

・はごろも寄席 （１０月）    参加 023 人(予定 20 人） 

・ハロウィンナイト（１０月）           参加 032 人(予定 40 人） 

・童謡喫茶 （１１月）       参加 047 人(予定 50 人) 

・ノルディックウォーキングツアー（１１月）  参加 020 人(予定 30 人） 

・はごろもヨガスクール（１月開始 ４コース）  参加 069 人(予定 70 人) 

・太極拳（１月開始 ２コ ー ス）   参加 021 人(予定 30 人） 

・太極拳 剣コース（１月開始 １コース）  参加 011 人(予定 20 人） 

 

④ ボランティアリーダーに関する事項 

・羽衣ボランティア（シニア:炊飯･クラフト等指導）１２人  日常指導への協力 

・協力ボランティア登録団体（イベント支援等）３団体 主催事業・公園事業への協力 

     

   ⑤ モニタリング 

 ・炊さん場利用者アンケート 

 ・事業・イベント参加者アンケート 

 

⑥ 地域との協働など 

 ・地域の団体やグループ(シニア自然大学･泉州ひまわりネット･ボランティア活動研究会)に、 

        主催事業の企画参画や運営の補助･プログラム指導を依頼。 
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（７）大阪府立少年自然の家 

２０２０年度はコロナウイルス感染症拡大防止対策により４月１日から休館、５月２６日に全面利用再開とな

りました。 

上半期はコロナの影響を大きく受けましたが、秋以降への利用予約変更を提案するとともに感染対策に

ついてダイレクトメールやＳＮＳを中心に発信するなど、下半期の利用増を図りました。その結果、１０月、１１

月は前年を上回りましたが、１２月以降の感染拡大、その後のまん延防止措置や緊急事態宣言の発出によ

り、好調を持続することは出来ませんでした。県境を越える移動を避けるため、他府県の施設を利用してい

た府下の学校が当施設の利用に切り替えたり、キャンプの流行により家族でのテント利用が増えるなど、利

用者層の変化もありました。プログラムとしては、防災食（個別調理）の野外炊飯や、家族向けの「焚き火」

事業は好評を博しました。引き続き利用者にアピールし利用促進を図ります。 

施設整備や修繕は、休館中を利用して技師中心で行い、経費削減と施設保全に努めました。 

 

① 会議・研修 

 職員研修 （防災カレー作り） １１人 

大阪府との運営会議 （５・９・１２・３月） 

 消防訓練、防災講話 （１０月５日・３月３日） １６人 

       大阪府教育庁主催 人権教育地区別セミナー （１０月２８日・１１月２６日・１２月２日・１月２７日） 計６人 

      大阪府キャンプ協会リスクマネージメントセミナー （１１月２日） ２人 

 キャンプインストラクター講習会 （１１月２1～２３日） １人 

       近畿地区青少年教育施設協議会所長会議・専門委員会･研修会 （１２月１５日～１７日） ３人 

      ツリーイングＴ－１、Ｔ－２資格認定講習 （１２月５日～６日・１月１６～１７日） １人 

      社会教育主事講習受講 （１月７～３１日） ２人 

      ツリーイング総会 （１月２３日） ２人 

      そぶらリーダー研修 （２月６日～７日） １６人 

      近畿地区青少年教育施設ユースプロジェクト研修 （２月９日） ４名 

      甲種防火管理者講習受講 （２月１７日～１８日） １人       

 

   ② 施設管理 

  （館内設備） 

本館浴槽ろ過器配管洗浄作業 

Ｂ棟リーダー室空調修理(ガス充填) 

宿直室空調機器取替え 

公用車軽トラック（スバルサンバー）導入 

自家発電機のパネル電球および始動用タイマー取替え 

厨房排気ファン制御盤修理 

誘導灯配線漏電修理工事 

消火栓用ホース取替え（１本） 

サーバー機取替え 

 （食堂設備） 

    食堂テーブルパーテーション設置 

    厨房ガス漏れ火災報知器取替え 
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（野外設備） 

    多目的広場倉庫屋根修繕 

倒木処理・登山道点検・屋外活動施設除草作業 

第２炊飯場かまど補修・Ｂ炊飯場柱修繕 

アスレチック場遊具点検 

 

③ 利用状況                                       （単位：人、％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

      宿泊団体数は 326 団体（前年 690 団体）、日帰り利用が 921 団体（前年１,１１３団体） 

 

 

 

④ 主催・自主事業 

＜子ども対象事業＞ 

子どもワイルドキャンプ（８月*６泊７日）  新型コロナウイルスの影響で延期 

中高生チャレンジキャンプ（８月*３泊４日）     新型コロナウイルスの影響で延期 

  上記２事業を「チャレンジ＆ワイルドキャンプ」として３月に実施  参加 17 人（予定 10 人） 

＜ファミリー事業＞ 

GW 宿泊パック（５月*計５日）           新型コロナウイルスの影響で中止 

日帰りプレイパーク(５月*計５日)             新型コロナウイルスの影響で中止 

絵本でいただきます（５月*計 2 日）           新型コロナウイルスの影響で 11 月に延期 

ホタル観賞の夕べ（６月*計３回）          参加 065 人(各回予定 30 人) 

親子でしぜんのようちえん①（７月）         参加 010 人（予定 40 人） 

秋のファミリーキャンプ（９月*１泊２日）  参加 041 人（予定 50 人） 

親子でしぜんのようちえん②（１０月）            参加 026 人（予定 40 人） 

はじめての木登り①（１０月）                  参加 013 人（予定 20 人） 

はじめての木登り②（１１月）                 参加 014 人（予定 20 人） 

えほんのひろば（１１月*オープンディと同日開催）   参加 150 人（予定 50 人） 

 目標人数 前年人数 当年人数 前年比 宿泊人数 日帰人数 

４月 １３,０５０ １２,４２３ 0  0 0 

５月 １８,９５０ １８,６３２ ２３１ １.２％ ４１ １９０ 

６月 １４,５５０ １２,４３５ ７９４ ６.４％ ２０９ ５８５ 

７月 １０,６５０ １０,６３７ １,８１９ １７.１％ ４６０ １,３５９ 

８月 １２,５５０ ９,７７８ ２,４２６ ２４.８％ ８８９ １,５３７ 

９月 ９,８５０ ６,０２１ ３,１６７ ５２.６％ １,３８７ １,７８０ 

上半期計 ７９,６００ ６９,９２６ ８,４３７ １２.１％ ２,９８６ ５,４５１ 

１０月 ８,１５０ ６,４２２ ６,９６７ １０８.５％ ２,６３９ ４,３２８ 

１１月 ５,４５０ ４,５１６ ５,６６１ １２５.４％ ８７４ ４,７８７ 

１２月 ３,４５０ ３,１９２ ７３９ ２３.２％ ２４６ ４９３ 

１月 １,９５０ １,６８２ ４６７ ２７.８％ ８７ ３８０ 

２月 １,９５０ １,５８４ ６６８ ４２.２％ ４９ ６１９ 

３月 ６,６５０ ２９９ ２,０３２ ６７９.６％ ６４７ １,３８５ 

下半期計 ２７,６００ １７,６９５ １６,５３４ ９３.４％ ４,５４２ １１,９９２ 

合計 １０７,２００ ８７,６２１ ２４,９７１ ２８.５％ ７,５２８ １７,４４３ 
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絵本でいただきます（１１月*1 泊 2 日・日帰り）      1 泊 2 日 21 人 

                                   日帰り 15 人（予定 15 人） 

大阪府アドプトフォレスト事業（１１月）  新型コロナウイルスの影響で中止 

家族で遊ぼうボードゲーム（１月）             新型コロナウイルスの影響で中止 

親子でしぜんのようちえん③（１月）             参加 028 人（予定 40 人） 

家族で焚き火を楽しもう（１～３月*計 10 回） （雨天の為 1 回中止）  

      参加 688 人（予定各回 50 人計 500 人） 

＜自然をまるかじり！ シリーズ＞ 

  木の実でジャム作り（７月）            参加 031 人（予定 30 人） 

  初めてのダッチオーブン（１２月～２月*計３回）    参加 089 人（予定 60 人） 

 ＜自然と文化のコラボレーション＞ 

コスプレの森（１０～２月*計８回）            参加 048 人（各回予定 15 人） 

＜大人が遊んで学ぶシリーズ＞ 

おとなのえんそく①（５月）        新型コロナウイルスの影響で中止 

森の婚活（９月）                    参加 025 人(予定 30 人) 

おとなのえんそく②（８月）      参加 016 人(予定 12 人) 

おとなのえんそく③（１１月）                  新型コロナウイルスの影響で中止 

  ツリーイングクライマー資格認定講座 T-1（１２月*１泊２日）  

   新型コロナウイルスの影響で延期 １月に実施 参加 006 人（予定 06 人） 

  ツリーイングクライマー資格認定講座 T-2（１月*１泊２日） 

   新型コロナウイルスの影響で延期 ２月に実施  参加 005 人（予定 06 人） 

  プロジェクトラーニングツリー指導者養成講座（１月*１泊２日） 

   新型コロナウイルスの影響で延期 ２月に実施予定が、催行人数に至らず中止   

 ＜フォレストジュニアクラブ事業＞ 

第１回（６月 * １泊２日）    参加 010 人(予定 24 人) 

第２回（７月 * １泊２日）    参加 022 人(予定 24 人） 

第３回（９月 * １泊２日）    参加 017 人(予定 24 人） 

第４回（１２月 * １泊２日）    新型コロナウイルスの影響で中止 

第５回（１月 * １泊２日）    新型コロナウイルスの影響で中止 

第６回（３月 * １泊２日）    参加 019 人（予定 24 人） 

＜障がい者支援事業＞ 

  乗馬体験と臨床動作法（１０月）   台風接近の為中止 

 ＜地域連携事業・その他事業＞  

 プログラム体験会（４月）                     新型コロナウイルスの影響で中止 

防災キャンプ（９月）                       参加 055 人（予定 50 人） 

自然の家オープンデー（１１月）   参加 664 人（予定 500 人） 

       

    ⑤ 出前講座  

       おおさか元気広場 出前講座（要望により随時）      3 回 参加 060 人 

       

    ⑥ ボランティアリーダーに関する事項 
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・そぶらリーダー （事業補助･活動の指導）２２人 

・インターンシップ学生（大阪教育大学、大阪体育大学） １１人 

       

    ⑦ 行政・地域との協働など 

       ・サポート協力団体(レクプロ、葛城ネイチャー)との連携協力 

      ・高齢者日雇い労働者就労支援にて就労場所の提供 

・地域の消防署による山岳訓練の場所を提供 

・大阪府こころの再生府民運動「こどもファーストデイ」に参加 

・貝塚市図書館から書籍の貸出やイベントの紹介 

・貝塚市の公民館等より依頼を受け、出前事業の実施 

 

  ⑧ モニタリング 

 ・施設アンケート、食事アンケートの実施 

      ・団体代表者からの聞き取り調査 

 

   ⑨ 大阪府により実施した施設維持管理業務 

  （館内設備） 

濾過器室大型サーモスタット混合栓取替え 

汚水処理場破砕機・荒目スクリーン取替え 

第一電気室蓄電池・監視盤パワーサプライ交換 

汚水処理場スカム返送ポンプ・送風機取替え、汚泥掻き寄せ機支持金具修繕 

大研修室ドレン漏水修繕 

  （食堂設備） 

    食堂食洗器ブースター取替え 

    厨房ガス漏れ配管修理   

  （野外設備） 

    第３炊飯場揚水ポンプ修繕 

下駐車場漏水修繕工事 

 

                             (共同指定管理者 一般財団法人大阪府青少年活動財団) 

 

 

（８） 大阪市立長居ユースホステル 

     大阪市立長居ユースホステルを含む、長居公園の指定管理者募集がありました。当協会も、わくわくパ

ーククリエイト株式会社（ヤンマーホールディングス株式会社 100％出資の子会社）を代表とする共同指定

管理者の一員（長居ユースホステルの運営を担当）として応募し、選定されました。 

     大阪市立長居ユースホステルも、当協会がこれまで運営していた２つのユースホステルと同様に、大阪

府下の主要なユースホステルのひとつです。コロナ禍の厳しい情勢の中ではありますが、前指定管理者か

らの引継ぎに加えて新しい構想も注ぎ込み、大阪におけるユースホステル運動を力強く推進するための施

設のひとつとして、４月１日の運営開始にむけて準備を行いました。 

 



- 17 - 

 

 ① 指定管理者への応募から開業までの動き 

     説明会及び現地見学会に参加  ６月１５日 

     申請書の提出（代表企業より）  受付期間８月２４日～８月２８日 

     応募者ヒアリング ９月２４日 

     指定管理者選定の決定通知 １０月２５日 

     共同指定管理者による打合せ １１月２４日（以降、毎月１回） 

     大阪市と基本協定書締結 １２月９日 

     前指定管理者との引継ぎ・打合せ等 １月から随時 

     大阪市による引継ぎ式 ３月３１日 

 

 ② 自主事業の構想 

     前指定管理者から引き継いで、卓球、ヨガ、落語等を継続して実施するほか、長居公園のスタジアムや

植物園等と共催し、新しい事業を展開します。長居公園のスタジアムがセレッソ大阪の本拠地であることか

ら、サッカー少年とその保護者が長居ユースホステルに宿泊し、セレッソ大阪ホームゲームを観戦するととも

に、サッカースクールを受講する合宿を企画予定です。また、大幅改装される桜スタジアムの杮落しイベン

トを、長居公園全体で実施し、長居ユースホステルもこれを共同運営します。 

    新型コロナウイルスの収束状況に応じて、長居ユースホステルおよび長居公園を活動のフィールドとした

子ども事業、親子事業等も展開してまいります。 

 

                           (共同指定管理者 わくわくパーククリエイト株式会社 ※代表企業 

                                       セイレイ興産株式会社 

                                     一般財団法人大阪スポーツみどり財団 

                                     ヤンマーホールディングス株式会社 

                                     タイムズ２４株式会社               ) 

 

                                               以     上  


